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諸外国のデジタル学習指導要領の機能関係
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教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例
• 一部の諸外国では、年間指導計画や単元指導計画・単時の学習指導案作成といった日々の授業づくりを行う現場の教師の業務

効率化に資するデジタル学習指導要領を整備している

カナダ（ブリティッシュコロンビア州
（以降BC州））

‧複数の学年（学校種間も含む）を選択して検索し、学年ごとの検索結果を並べて一
覧表示できることで、学年間の指導内容や資質能力等の連続性を容易に確認できる

‧学習内容のまとまりごとに学習指導要領コードが付与されているため、学習指導要領コー
ドを通じて学習指導要領と教師用指導図書等との当該箇所の連携が容易にできる

‧キーワード単位でのマウスポイントや、項目ごとに付与された詳細ボタンの押下により、キー
ワードや項目等の単位で解説に相当する詳細を同一画面内で確認できる

‧学習指導要領コードやWebページ内のリンクを通して、学習指導要領コードに紐づく外
部の補助教材や指導案例等を学習指導要領と合わせて体系的に確認できる

‧単元等に関連するキーワードで学習指導要領を横断的に検索し、単元や教科間の系
統性を容易に確認できる

‧分かりやすいコード体系からなる学習指導要領コードが、学習内容のまとまりごとに附番さ
れているため、学習指導要領コードをキーとして学習指導要領を参照することで複数人
でも容易に記載個所の特定や共有ができる

‧各教科の中核的概念や、学習内容、学習を通して育成したい姿を一覧で確認できる
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教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（1/7）
‧各教科の中核的概念や、学習内容、学習を通して育成したい姿を一覧で確認できる １

～

画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例

カナダ(BC州)
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～

教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（2/7）
‧ キーワード単位でのマウスポイントや、項目ごとに付与された詳細ボタンの押下により、キーワードや項目等の単位で解説に相
当する詳細を同一画面内で確認できる

画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例

２

オーストラリア

• 詳しく知りたいキーワードにマ
ウスをあてることで、当該キー
ワードのみの詳細を同一画
面上に表示されるポップアップ
で確認できる

～

◆キーワード単位での詳細表示画面

＞

• 項目単位全体で詳細情報
を知りたい場合は、項目上
部のボタンを押下することで、
画面遷移することなく確認で
きる

＞

◆項目単位での詳細表示画面
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教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（3/7）
‧ 複数の学年（学校種をまたぐ場合含む）を選択して検索し、学年ごとの検索結果を並べて一覧表示できることで、学年間
の指導内容や資質能力等の連続性を容易に確認できる

◆検索画面

◆検索結果画面

• 検索画面で、教科と参照したい学年を選択

画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例

• 選択した学年において、育成を目指す姿や
学習内容を並べて表示できることで、その連
続性を一覧性が高い形で確認できる

• 1学年のみ表示、複数学年を並べて表示と
いった、教師の学習指導要領の参照ニーズ
に応じた画面表示が可能

＞

1 ４

オーストラリア

～ 5



教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（4/7）
‧ 単元等に関連するキーワードで学習指導要領を横断的に検索できることで、単元や教科間の系統性を容易に検索できる

＞

～

• 教科や学年といった検索項目に加え、キーワー
ド検索が可能

◆検索画面 画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例

◆検索結果画面

～

• 「industry」に関連する複数の教科/単元や
学習内容を確認できる

学習内容

学習内容

３

カナダ(BC州)
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教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（5/7）
‧ 分かりやすいコード体系からなる学習指導要領コードが、学習内容のまとまりごとに附番されているため、学習指導要領コー
ドをキーとして学習指導要領を参照することで複数人であっても記載個所の特定や共有が容易

画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例

～

各学年の教科の単元内の学習のまとまりごとに学習指導要領コードが附番されており、２学年の教科英語内に附番されている学習指導要領コード
「 AC9E1LA01 」の場合、以下の体系から構成される。

AC：Australian Curriculum
9：カリキュラムのバージョン
E：教科名であるEnglishの頭文字
1：学年
LA：単元に相当するLanguageの頭文字
01：1つ目の学習のまとまり

同一教科及び学年であれば下四桁「LA01」のみで学習指導要領における記載個所の特定や共有ができる

◆デジタル学習指導要領表示画面

３ 4

オーストラリア
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教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（6/7）
‧学習指導要領コードやWebページ内のリンクを通して、学習指導要領コードに紐づく外部の補助教材や指導案例等を学習指
導要領と合わせて体系的に確認できる

画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例◆外部教材プラットフォーム画面

５

オーストラリア

～

～

• オーストラリア連邦政府及び各
州が運営する学習教材プラッ
トフォーム「Scootle」では、学
習指導要領コードで各種デジ
タル学習リソースを検索する

• 学習指導要領コードに紐づく、
各州の学校等で実際に利用
されている教材例を一覧で
確認できる
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教師の授業づくりを支える諸外国のデジタル学習指導要領の事例（7/7）
‧学習内容のまとまりごとに学習指導要領コードが付与されているため、学習指導要領コードを通じて学習指導要領と教師用指
導図書等との当該箇所の往還が容易にできる

画面操作に関する内容 教師の業務効率化に資するポイント凡例◆デジタル学習指導要領内でのコードを活用した教材表示画面

６

オーストラリア

～

～

• 学習内容のまとまりごとに附番
されている学習指導要領コー
ドを押下

• 学習指導要領コードに紐づく、指導例を同一画面上で
表示することで、学習指導要領に記載されている育成を
目指す姿や学習内容との往還が容易にできる

＞
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学習指導要領コード関係
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学習指導要領のコードに関するのこれまでの取組
① 学習指導要領のコード化の方針
 将来的な活用も視野に入れ、学習指導要領のできる限り広い対象をコード化する。（必ずしも活用の用途が定まっていな
いものであっても、用途の拡大や技術の進展による分析等が考えられるために幅広くコード化。）

 GIGAスクール構想の推進を受け、できる限り早く活用が可能となるよう、令和２年10月にエクセル・CSVファイルを公表。
 以降、内容情報以外も含め教育データの標準化・教育データ利活用に関する取組を実施。

② 学習指導要領のコード化の方針
 学習指導要領の全項目（総則、各教科、道徳、総合学習等）をコード付与の対象とする。（前文のみ除く。）
 最小単位の項目を対象としてコードを付与する。
 コード番号は、学校種、教科、学年等の最小限の分類だけを行い、冒頭から順に機械的に付与する。

③ コードの利活用に向けた調査研究等
 文部科学省やデジタル庁における調査研究において、コンテンツ等との連携をはじめとする学習指導要領コードの利活用に向
けた調査研究を実施。（※令和7年度次世代の学校・教育現場を見据えた先端技術・教育データの利活用推進事業 等）

学習指導要領コードに関する課題
目標から具体的な内容の取扱いまで様々な粒度で順に機械的にコードが付されているため、構造的な整理がなされていない。
教員にとって現在の16桁の学習指導要領コードを直感的に理解・解釈することが難しく、指導案や学習コンテンツ等の特定の
データに対して、付与する際に作業上の誤りが発生してしまう。

学習指導要領コードのみでコンテンツを特定するには内容が粗い状態。階層構造や系統性・単元情報などに関するメタデータの
整備が十分に進んでおらず、学習指導要領コードのみでの利活用には課題がある。

学習指導要領のコード化に関するこれまでの取組と課題
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現行の学習指導要領のコード付与の考え方

桁 区分 考 え 方

第１桁 告示時期 最初の学習指導要領（昭和22年刊行）を「０」とし、以降、全面改訂の時期毎にコードを割り当てる。（平成29～31年改訂は「８」）
以下、今回のコード付与は第1桁が「８」のバージョンを基本とする。（今後必要に応じて「０」から「７」のコード化も検討）

第２桁 学校種別 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の区分で分類。
※特別支援学校は、さらに「幼稚部」「小学部」「中学部」「高等部」に分類し、各分類に「視覚・聴覚・肢体・病弱」と「知的」の区分も規定。

第３桁 教科 総則及び教科等を規定する。
※幼稚園については、「ねらい及び内容」「留意事項」の項目、特別支援学校については、「障害種別の配慮事項」の項目を規定。

第４桁 分野・科目・
分類

小学校及び中学校の分野、高等学校の科目を規定し、分野単位、科目単位にコードを割り当てる。
※割り当てコードは61種類（１～９，Ａ～Ｚ，ａ～ｚ）のため、今後、科目追加によりコードが不足する場合は、第３桁の教科にコードを追
加し対応する。 ex） 教科コード：Ｑ（工業） ⇒ Ｑ（工業１），ｐ（工業２）

第５桁 学年・段階
学年及び段階を規定する。
・小学校・中学校は複数の学年（「第○学年及び第○学年」）の規定がある場合、学年コード（第1学年等）とは別のコードを割り当てる。
・特別支援学校知的教育課程は「学年」の概念はないため、発達の程度等による「段階」での区分とする。
・幼稚園、特別支援学校幼稚部及び高等学校は「学年」の概念はないため、「区分なし」のコードを割り当てる。

第６桁 目標・内容・
内取 教科及び分野・科目・分類ごとに設定されている「目標」・「内容」・「内容の取扱い」等の区分を規定。

第７桁~第15桁 細目 第７桁から第15桁の９桁分は、冒頭から順に、階層ごとに桁を割り当て、階層の最小単位にコードを割り振る。
※新学習指導要領（平成29・30・31改訂）で使用する細目の最長桁数は８桁となり、１桁（第15桁）を予備桁とする。

第16桁 一部改正
第１桁で示す各告示時期において行われた一部改正の状態を表す。
一部改正がない状態は「０」、一部改正を行った場合は、その順番に応じて順次、「１」、「２」等のコードを付与する。
※一部改正により、修正があった箇所のみコードを付与する。

821067XXXXXXXXX0
学習指導要領の最小単位の文章ごとに冒頭から順番に１６桁のコードを割り振る。
その際、学校種、教科、学年等の検索が容易となるように桁に一定のルールを設ける。

第１桁 第２桁 第４桁第３桁 第５桁 第６桁 第７桁～第15桁 第16桁
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現行の学習指導要領コードの付与例（小学校）

8270632311000000

コード

内 容

告
示
時
期

学
校
種

教
科
等

分
類
・
科
目

学
年
・
段
階

細
目

1：幼稚園
2：小学校
3：中学校 6：算数

7：理科
8：生活

小学校学習指導要領
理 科
第６学年 Ｂ 生命・地球 (3) 生物と環境
生物と環境について、動物や植物の生活を観察したり資料を活用したりする中で、生物と環境と
の関わりに着目して、それらを多面的に調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができ
るように指導する。
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。

(ｱ) 生物は、水及び空気を通して周囲の環境とかかわって生きていること

1：A物質・エネルギー
2：B生命・地球

１：（１）人の体のつくりと動き 人や他の動物に～略
２：（２）植物の養分と水の通り道 植物について～略
３：（３）生物と環境 生物と環境について～略

１：(ｱ)生物は、水及び空気を通して周囲の環境
と関わって生きていること。
２： (ｲ)生物の間には、食う食われるという関
係があること。
３： (ｳ)人は、環境と関わり、工夫して生活し
ていること。

１：ア 次のことを理解するとともに、観察、
実験などに関する技能を身に付けること。
２：イ 生物と環境について追及する中で、生
物と環境との関わりについて、より妥当な～略

８：平成29・30・31年改訂

６：小６
７：中１
Ｃ：小５，６

０：なし
例：高校公民
1：公共
2：倫理
3：政治・経済

目
標
・
内
容
・
内
取

２：目標
３：内容
４：目標及び内容
５：内容の取扱い

０：該当なし

一
部
改
正

０：一部改正なし
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